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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

4

5

6

7

8

信州ワインバレー構想グレードアップ事業

合計 4.00 43,192 37,717 35,186

8,614

0.20 5,288 641 641

ＮＡＧＡＮＯ　ＷＩＮＥの認知度及びブランド力向上を図るため、首
都圏でのPR・商談イベント及び県内の飲食店向けPR等を支援

0.70 6,187 8,769NAGANO WINEブランド発信事業

地域の特性を活かした高品質なワイン醸造を図るため、信州ワイン
バレー構想推進協議会の開催及び地域ワインバレーを支援

0.58 0 2,000 440

長野県原産地呼称管理制度運用事業

信州日本酒全国No1奪還プロジェクト事業

1,621

長野県育成品種の酒造好適米「山恵錦」を活かして信州日本酒振
興を図るため、醸造技術研究を実施

0.28 0 724 665

信州日本酒の認知度及びブランド力向上を図るため、ブックレット
の作成及び国際コンクールへの出品支援を実施

0.30 4,330 1,621信州日本酒PR事業

山恵錦醸造研究事業

7,078

信州日本酒の品質向上を図るため、専門家等の配置による醸造
指導体制の強化及び官能審査力向上研修会を実施

0.56 16,119 15,171 14,700

信州地酒の認知度及びブランド力向上を図るため、品質審査会に
よる認定の他、イベントでのＰＲを実施

1.18 8,432 7,078

２年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No ２年度　実施内容（予定）

職員数 元年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 ・地域との役割分担を考慮し、信州ワインバレー構想グレードアップ事業の地域ワインバレーの活動費を減額

67,594

成果指標
設定理由

①県内酒蔵が傾注傾向にある純米酒の醸造技術支援による品質向上の成果を測るため、全国新酒鑑評会での純米酒の金賞受賞数を指標とした。
②純米酒の品質向上やＰＲによる消費拡大を測るため、純米酒の出荷量を指標とした。
③ワインの醸造技術支援による品質向上の成果を測るため、国内最大規模の日本ワインコンクールでの金賞受賞数を指標とした。
④ワイナリーの増加や品質向上、ＰＲの成果を測るため、県産ぶどうを使用した日本ワインの出荷量を指標とした。

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 32,408 32,408 32,408 32,408

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 30年度 元年度 ２要求 ２予算案 指標及びその達成状況

37,717 35,186

日本ワイン出荷量(KL) -
3,600
(H30)

3,800
（Ｒ1）

 決　　算　　額（B） 47,152
④

概　算
人　件

費

 職員数（人） 4.00 4.00

 概算事業費（B（A）+C） 79,560 75,600 70,125

4.00 4.00

　その他 7,230 21,090 669 669

4,303
③ 日本ワインコンクール金賞受賞数 - 5 6

　県　債
② 純米酒出荷量ＫＬ -

3,900
（H30）

3,930
（R1）

①
全国新酒鑑評会での
純米酒金賞受賞数

- 1 3

Aの
財源

　一般財源 32,903 16,043 31,822 30,214

　国庫支出金 9,723 6,059 5,226

予
算
額 補正予算

合計（A) 49,856 43,192

当初予算 49,856 43,192 37,717 35,186 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末

元年度末
（見込）

２年度前年度繰越

目指す姿
県産日本酒やワイン等の品質向上やＰＲにより、信州地酒のブランド化、認知度向上を図り、信州地酒産業及び地域の活性化を目指す。

（主な実施内容： 長野県原産地呼称管理制度運営事業,信州日本酒全国No1奪還プロジェクト,信州ワインバレー構想グレードアップ事業 ）

2-2 地域内経済循環の促進

2-3 海外との未来志向の連携

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

８つの重点目標 労働生産性

日本酒・ワイン等振興事業費
部局 産業労働部 課・室 日本酒・ワイン振興室

実施期間 H14 E-mail

NAGANO WINEグローバルチャレンジ事業
ＮＡＧＡＮＯ　ＷＩＮＥの認知度及びブランド力向上を図るため、国
際コンクールへの出品支援

ワイン醸造技術支援事業
ＮＡＧＡＮＯ　ＷＩＮＥの品質向上を図るため、里親ワイナリー制度
活用や地域ワイン分析ラボ整備、醸造技術向上セミナーを実施

0.20 2,836 1,713 1,427

事業番号 07 06 01 事業改善シート （２年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・県原産地呼称管理制度の創設（H14年度）
・信州ワインバレー構想の策定（H25年度）
・日本酒・ワイン振興室の設置（H28年度）
・県内の日本酒・ワイン醸造所数　全国２位（酒蔵80か所、ワイナリー54か所（R1年度9月））

２年度
予算額

35,186 千円

職員数 4.00 人

jizake@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名

監査 

決算特別委員会 

県民協働による事業改善 

mailto:jizake@pref.nagano.lg.jp


2/3

事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　■当初予算案　□補正予算案　□点検

07 06 01

30年度 元年度

長野県原産地呼称管理制度運用事
業

長野県原産地呼称管理制度委員会
負担金

負
担
金

信州地酒の認知度及びブランド力向上を図るため、品質
審査会による認定（５品目・年７回）の他、イベントで
のＰＲに対し支援を行う

　 7,720 8,432 7,078 7,078

信州日本酒全国No1奪還プロジェク
ト事業

醸造指導体制強化委託費
委
託

信州日本酒の品質向上を図るため、専門家等の派遣によ
る醸造指導体制の強化を行う

　 14,119 14,119 13,799 13,799

信州日本酒全国No1奪還プロジェク
ト事業

官能能力向上研修会開催経費
直
接

信州日本酒の品質向上を図るため、利き酒及び外部講師
による官能力指導を行う研修会を年１回開催予定

　 0 0 1,372 901

信州日本酒全国No1奪還プロジェク
ト事業

県産酒造好適米活用促進補助金
補
助
金

― 　 2,000 2,000 0 0

信州日本酒PR事業 情報発信経費
直
接

信州日本酒の認知度及びブランド力向上を図るため、酒
造組合のホームページと連携したブックレットを作成す
る

　 0 330 900 900

信州日本酒PR事業 国際コンクール出品支援補助金
補
助
金

信州日本酒の認知度及びブランド力向上を図るため、国
際コンクールに出品する酒蔵に対し支援を行う

　 0 0 641 641

信州日本酒PR事業
信州カンパイフェス実行委員会負
担金

負
担
金

信州日本酒の認知度及びブランド力向上を図るため、若
者をターゲットとする地酒振興イベントに対し支援を行
う

　 0 0 80 80

信州日本酒PR事業
ＷＥＢ上での情報の一元化及び情
報発信経費

補
助
金

― 　 0 4,000 0 0

山恵錦醸造研究事業 山恵錦醸造技術研究経費
直
接

長野県育成品種の酒造好適米「山恵錦」を活かして信州
日本酒振興を図るため、試験醸造及び醸造工程上のデー
タ収集を行い、県内醸造家を対象に年１回研修会を開催

　 0 0 724 665

百花繚乱！信州日本酒PRプロジェ
クト事業

情報発信経費
委
託

― 　 1,971 0 0 0

しあわせ信州日本酒研究プロジェ
クト実現化事業

しあわせ信州日本酒研究会開催経
費

直
接

― 　 500 0 0 0

しあわせ信州日本酒研究プロジェ
クト実現化事業

ブランド力向上補助金
補
助
金

― 　 1,500 0 0 0

信州ワインバレー構想グレード
アップ事業

信州ワインバレー構想推進協議会
へ負担金

負
担
金

地域の特性を活かした高品質なワイン醸造を図るため、
信州ワインバレー構想推進協議会の開催及び地域バレー
の活発化のための活動を支援する

　 0 0 2,000 440

ワイン醸造技術支援事業 醸造技術研修経費
直
接

ＮＡＧＡＮＯ　ＷＩＮＥの品質向上を図るため、県内ワ
イナリーによる研修生受け入れを行う

　 435 435 812 609

ワイン醸造技術支援事業
ワイン・シードル醸造技術セミ
ナー開催経費

直
接

ＮＡＧＡＮＯ　ＷＩＮＥの品質向上を図るため、外部醸
造専門家による醸造技術指導セミナー及び
工業技術総合センターによる研究会を開催する

　 0 245 901 818

ワイン醸造技術支援事業 醸造技術支援体制整備経費
直
接

― 　 0 1,511 0 0

２年度

２年度　実施内容（実績）

日本酒・ワイン等振興事業費

当初
(千円)

当初
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

産業労働部 日本酒・ワイン振興室課・室

要求
(千円)

事業番号
事　業　名

細事業名 項目 ２年度　実施内容（予定）

2

2

実
施
方
法

２年度
実施
状況

6

6

部局

5

3

4

1

細事業
No

3

3
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07 06 01

30年度 元年度 ２年度

２年度　実施内容（実績）

日本酒・ワイン等振興事業費

当初
(千円)

当初
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

産業労働部 日本酒・ワイン振興室課・室

要求
(千円)

事業番号
事　業　名

細事業名 項目 ２年度　実施内容（予定）

実
施
方
法

２年度
実施
状況

部局

細事業
No

ワイン醸造技術支援事業 ぶどう仕込試験経費
直
接

― 　 234 0 0 0

ワイン醸造技術支援事業 地域ワイン分析ラボ普及委託費
委
託

― 　 678 645 0 0

信州型醸造設備開発プロジェクト
事業

醸造設備研究会開催経費
補
助
金

― 　 1,000 0 0 0

ＮＡＧＡＮＯ ＷＩＮＥブランド発
信事業

首都圏等におけるブランド力向上
支援補助金

補
助
金

NAGANO WINEのブランド力向上を図るため、業界団体が
行う首都圏等におけるPR・商談イベントを支援

　 9,703 5,912 5,200 5,200

ＮＡＧＡＮＯ ＷＩＮＥブランド発
信事業

情報発信経費
直
接

NAGANO WINEのブランド力向上を図るため、「世界が恋
するNAGANO WINE」の改訂による、県内ワイナリーの最
新状況を反映した情報発信を行う

　 0 0 900 900

ＮＡＧＡＮＯ ＷＩＮＥブランド発
信事業

情報発信委託費
委
託

NAGANO WINEのブランド力向上を図るため、NAGANO WINE
ホームページを改修し、パンフレットと組み合わせた情
報発信を行う

　 0 0 2,669 2,514

ＮＡＧＡＮＯ ＷＩＮＥブランド発
信事業

観光業者向けＰＲ委託費
委
託

― 　 399 275 0 0

NAGANO WINEグローバルチャレンジ
事業

国際コンクール出品支援補助金
補
助
金

NAGANO WINEのブランド力向上を図るため、国際コン
クールに出品するワイナリー対して支援を行う

　 0 0 641 641

NAGANO WINEグローバルチャレンジ
事業

海外でのブランド力向上委託費
委
託

― 　 7,667 5,288 0 0

ナガノシードル情報発信事業 ナガノシードルの情報発信委託費
委
託

― 　 1,930 0 0 0

49,856 43,192 37,717 35,186 0 0合　　　　計

7

7

7

8


